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　アイポアは人工知能を活用したIoTナノ粒子セ
ンサの開発および販売を手がける。アイポアナノ
粒子識別センサを使うと、ウイルスや細菌をはじ
めとする生体粒子や各種工業用微粒子などの粒
子を1つ測定するだけでその識別が可能になる。ア
イポアセンサを使えば、濃縮や培養プロセスを経
ることなくウイルスや細菌をただちに特定するこ
とができるため、医療現場での感染症診断から食
品加工における品質管理など、幅広い産業での応
用が期待される。新型コロナウイルス感染症検査
において、既存の検査方法よりも高速・高精度で
ウイルスを読み取ることができ社会的意義は非常
に高い。

会社の特徴、事業概要

　ImPACT宮田プログラム（革新的研究開発推進
プログラムの中の一つの研究開発プログラム）の
下、大阪大学産業科学研究所谷口正輝教授がデ
バイスの研究開発において、大阪大学産業科学
研究所鷲尾隆教授が識別用人工知能の研究開発
においてそれぞれ中心的な役割を果たしつつ、ナ
ノ粒子識別センサ開発を行なった。アイポアは
ImPACT発ベンチャーとして、この研究成果を事
業化へと進める重要な役割を担っている。

大阪大学との関係

OUVC投資先企業

本社所在地 東京都渋谷区桜丘町26-1セルリアンタワー15F

代表取締役 直野　典彦

設立 2018年9月

OUVC投資先企業

アイポア株式会社
https://aipore.com/

人工知能を活用したIoTナノ粒子センサの
開発および販売
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検体を注入し
粒子通過パルス

を計測
信号を増幅し
デジタル化

パルス
切り出し

サーバで
AI解析

Aiporeセンサ
モジュール 微粒子

計測装置
クライアント
ソフトウェア

サーバAI
ソフトウェア

分析対象
試料

分析結果
表示

Aipore-OneTM

アイポア微粒子分析ソリューションアイポア微粒子分析ソリューション
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半導体微細加工技術に
よる薄膜化で粒子の微
細な構造を読み取れる
ようになった(特許)

波形をAI解析すること
で粒子を特定できるよ
うになった(特許)

アイポア微粒子分析の原理アイポア微粒子分析の原理
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アイポア大阪ラボ (大阪大学産業科研究所内)アイポア大阪ラボ（大阪大学産業化研究所内）

　イムノセンスの基盤技術となる電気化学免疫測定法
「GLEIA」は、免疫反応により血液や唾液など検体中の疾
病マーカーをトラップし、トラップされた疾病マーカーを
電極を用いた電気化学反応によって高い検出感度で定
量的に測定できる技術である。
　当社は、「GLEIA」を用いて、既存のイムノクロマト製品
と同程度の小型・安価でありながら、大型検査機器並み
の高感度を実現したPOCT製品※の開発を行っている。
製品化が実現すれば、素早い診断／タイムリーな処置が
求められる臨床現場に加え、施設や在宅における慢性疾
患の疾病管理、災害現場等における緊急検査、街中や食
品加工場における衛生管理、空港等の交通要所におけ
る感染症の水際対策などへの活用が期待できる。
　既に実働試作機の開発を完了し、現在は量産設計・試
作を実施しながら臨床性能評価を取得中であり、薬機
許認可取得・上市に向けた準備を進めている。
※POCT＝被検者の傍らで医療従事者が行う検査であ
り、検査時間の短縮および被検者が検査を身近に感ず
るという利点を活かし、迅速かつ適切な診療・看護・疾患
の予防、健康増進等に寄与し、ひいては医療の質を、被
験者のQOL（Quali t y of l i fe）に資する検査である。 

『POCTガイドライン（日本臨床検査自動化学会）』より

会社の特徴、事業概要

　大阪大学産業科学研究所 民谷栄一特任教授（現）の
電気化学バイオセンサーに関する研究成果を実用化、社
会実装するベンチャーとして、2018年1月にイムノセンス
を設立。民谷特任教授は、「ナノ」と「バイオ」の融合領域
の研究者として広く知られ、「電気化学によって免疫反応
を定量化する」技術の研究に取り組んでおり、遺伝子、抗
体、細胞などを解析するバイオセンサーをはじめとして、
革新的技術の開拓が進められている。

大阪大学との関係

株式会社イムノセンス
http://immunosens.com/

本社所在地 大阪市中央区備後町4-1-3

代表取締役 杉原　宏和

設立 2018年1月

免疫反応を定量化する電気化学測定技術（GLEIA）を用いた、
小型・安価・高精度なその場・迅速診断製品（POCT製品）の開発


